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ガ
ズ
ナ
朝
の
ナ
デ
ィ

l
ム

稲

葉

穣

モ
ン
ゴ
ル
時
代
以
前
の
東
方
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
成
立
し
た
諸
王
朝
に
お
い

て
は
、
そ
の
宮
廷
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
、
ハ

l
ジ
プ
や
カ
l
テ
ィ

ブ
(
ダ
ピ
l
ル
)
と
並
ん
で
、
君
主
の
側
近
く
に
仕
え
、
酒
宴
や
遊
興
の
相
手

を
務
め
る
ナ
デ
ィ
l
ム
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
存
在
を
奉
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
ハ

l
ジ
プ
や
カ
l
テ
ィ
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
軍
や
官
僚
組
織
と
直
接
結
び

附
く
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
に
比
し
て
、
ナ
デ
ィ

1
ム
は
こ
れ
ま
で

主
に
、
ア
ダ
プ
文
皐
や
統
治
論
的
著
作
か
ら
明
ら
か
に
な
る
い
わ
ば
理
想
の
ナ

デ
ィ
l
ム
像
に
基
づ
き
つ
つ
、
サ
ロ
ン
文
察
や
宮
廷
に
お
け
る
ア
ダ
プ
の
問
題

と
い
っ
た
、
い
わ
ば
文
化
面
に
お
い
て
語
ら
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
一

一
世
紀
に
書
か
れ
た
史
料
で
あ
る

吋
b
ミ
主
A

N

W

ミ
E
t
に
見
ら
れ

る
、
ガ
ズ
ナ
朝
の
第
五
代
ス
ル
タ
ン
・
マ
ス
ウ
l
ド
時
代
(
一

O
三
O
ー
一

O

四
O
年
)
の
ナ
デ
ィ
l
ム
の
姿
は
、
決
し
て
君
主
の
遊
ぴ
相
手
、
飲
み
相
手
に

留
ま
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
彼
ら
は
様
々
な
形
で
宮
廷
内
部
の
権

力
争
い
に
参
加
し
、
あ
る
い
は
ナ
デ
ィ
l
ム
か
ら
重
要
な
役
職
に
任
じ
ら
れ
る

者
も
い
る
な
ど
、
そ
の
果
し
た
役
割
も
決
し
て

一
様
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

今
回
の
護
表
で
は
、
主
主
一
に
吋
刷
、
h
b
F
A

N
W

ミ
EANH
の
記
述
に
基
づ
き
、
ガ
ズ

ナ
朝
の
宮
廷
に
お
け
る
ナ
デ
ィ

l
ム
の
質
際
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試

み
た
い
。
そ
れ
は
、
宮
廷
と
い
う
も
の
の
貧
像
を
知
る
上
で
の
一
つ
の
手
が
か

り
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

ベ
ル
シ
ア
語
誇
『
王
叔
和
詠
訣
』
と
ラ
シ
ー
ド
す

ウ
y
dア
ィ

l
ン

羽

田

亨

『
歴
史
集
成

~
白
書
へ
と
・
同
3aebミ
と

の
編
著
者
と
し
て
有
名
な
ラ
シ
l
ド

ゥ
・
ウ
ッ
デ
ィ

l
ン
河
内
w

山
正
巳
'UH
口
明
白
N
-

〉

-
E
r
r
-
-切
目
白
内
田
弘
'
U
o
c
r

〉

zth凶作一円陣
-a出
曲
目
立

E
H
(
一
二
四
七
頃
J
一
一
一
一
一
八
〉
は
中
園
文
化
に

多
大
の
関
心
を
抱
き
、

。
叫
dEケ
同
喝
一
・
法
制
3
A7
ミ
匂

-h円刷、柑

hpq¥gez

£
同
ヨ

4
N
a
b
-同
イ
ル
汗
に
捧
げ
る
支
那
の
諸
科
且
平
に
闘
す
る
珍
貴
な
書
物
。

と
題
す
る
中
閣
の
服
鼠
午
、
銭
灸
、
本
草
、
法
制
に
関
す
る
漢
籍
四
勲
の
ベ
ル
シ

ア
語
誇
本
叢
蓄
の
作
成
を
企
て
た
。
そ
の
う
ち
現
存
す
る
の
は
脈
書
の
謬
本
の

み
で
あ
る
。

原
典
の
本
文
(
韻
文
〉
お
よ
び
注
部
分
の
書
名
、
人
名
、
醤
準
用
語
を
、
ベ

ル
シ
ア
語
に
な
い
中
園
語
一
音
を
表
す
た
め
の
特
別
な
符
読
を
加
え
た
ベ
ル
シ
ア

字
母
で
音
骨
局
し
た
本
書
は
、
イ
ラ
ン
文
化
、
密
皐
史
研
究
の
み
な
ら
ず
蛍
時
の

中
園
語
の
音
韻
研
究
に
と
っ
て
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
が
、
未
だ
本
格
的
な
研

究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書
の
内
容
の
正
確
な
理
解
の
た
め
に
も
、
ま
た
本

書
が
翻
謬
書
で
あ
る
熱
か
ら
見
て
も
、
先
ず
中
園
語
原
典
を
確
定
す
る
必
要
が

あ
る
。原
典
が

当

E
r
ω
宅
・
阿
君
(
王
叔
和
)
の
R

』
向
。
ぃ
官
庁
.
宮
内
=
(
『
除
訣
』
)
で

あ
る
こ
と
は
本
書
の
数
か
所
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
『
王
叔
和
肱
訣
』

数
種
と
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
本
文
は
何
れ
も
殆
ど
一
致
す
る
が
、
註
の
部

分
が
一
致
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
武
田
科
皐
振
興
財
圏
「
杏
雨
量
百
屋
」
穏
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『
纂
薗
方
論
肱
訣
集
成
』
と
比
較
し
た
結
果
、
原
典
は
李
翻
(
希
沼
〉
著
『
集

解
除
訣
』
一
二
巻
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
裂
表
者
の
現
在
の
見
解
で
あ
る
。

リ
y
ダ
(
イ
ス
ラ

l
ム
か
ら
の
離
脱
)
考後

藤

明
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六
三
二
年
、
ア
ラ
ビ
ア
の
メ
デ
ィ
ナ
で
、
唯
一
一
柳
(
ア
ッ
ラ
l
〉
へ
の
信
仰

と
服
従
を
説
い
て
い
た
ム
ハ
ン
マ
ド
が
死
去
し
た
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
ム
ハ
ン

マ
ド
は
「
紳
の
使
徒
」
と
い
う
資
格
で
、
自
分
の
政
治
的
剣
断
や
戦
争
の
指
揮

に
従
う
よ
う
に
人
々
に
求
め
て
い
た
。
彼
は
同
時
に
自
分
は
「
預
言
者
」
で
も

あ
る
と
自
究
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
「
預
言
者
」
と
は
人
々
に
「
従
う
こ

と
」
を
求
め
る
立
場
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ

彼
は
、
ア
ラ
ビ
ア
の
ほ
ぼ
全
領
域
で
、
自
分
の
権
威
を
確
立
し
た
。
し
か
し
、

ム
ハ
ン
マ
ド
に
と
っ
て
の
「
居
間
の
信
徒
」
と
は
、
『
コ

l
ラ
ン
』
の
文
言
に
よ

れ
ば
、
「
神
の
道
に
移
住
し
、
一
刊
の
道
で
戟
う
」
人
々
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
「
虞
の
信
徒
」
は
、
メ
デ
ィ
ナ
だ
け
に
い
た
の
で
あ
る
。

ムハ

γ
マ
ド
の
死
後
、
「
艮
の
信
徒
」
た
ち
は
彼
ら
だ
け
で
「
紳
の
使
徒
の

後
継
者
(
カ
リ
フ
〉
」
を
選
出
し
て
、
ム
ハ
ン
マ
ド
な
き
あ
と
も
メ
デ
ィ
ナ

が
一
つ
の
社
舎
で
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
を
外
部
に
示
し
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド
が

「
紳
の
使
徒
」
で
あ
り
「
預
言
者
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
彼
や
彼
の
代
理
人

に
「
サ
ダ
カ
」
を
支
掛
っ
て
い
た
外
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
集
圏
は
、
彼
の
後
縫
者

に
は
「
サ
ダ
カ
」
の
支
梯
を
担
否
し
た
。
新
た
に
「
カ
リ
フ
」
を
「
長
」
に
い

た
だ
い
た
メ
デ
ィ
ナ
社
舎
は
、
そ
の
こ
と
を
「
イ
ス
ラ
l
ム
か
ら
の
離
脱
(
リ

ッ
ダ
ど
と
と
ら
え
、
そ
の
よ
う
な
集
圏
と
戟
っ
た
。

メ
デ
ィ
ナ
佐
倉
と
の
戦
い
に
際
し
、
メ
デ
ィ
ナ
外
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
集
圏
は

よ
り
大
き
な
集
圏
に
ま
と
ま
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
と
き
、
い
く
つ
か
の
場
合

は
、
人
々
は
「
預
言
者
」
を
指
導
者
と
し
た
。
後
世
の
ム
ス
リ
ム
の
歴
史
叙
述

は
、
そ
の
よ
う
な
「
預
言
者
」
を
「
嘘
つ
き
」
と
よ
ん
で
い
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
こ
の
分
野
を
研
究
し
て
い
る
研
究
者
に
と
っ
て
は
自
明
の

こ
と
で
あ
る
。
本
部
抗
表
で
は
、
限
ら
れ
た
資
料
の
な
か
の
指
導
者
の
立
場
・
資

格
を
表
現
し
て
い
る
用
語
に
注
意
を
排
っ
て
、
そ
の
資
料
を
再
吟
味
す
る
。
結

論
は
、
自
明
の
事
賓
の
再
確
認
で
あ
る
。

世
界
金
本
位
制
と
中
園
の
銀
貨
経
済
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中

村

夫

哲

経
済
史
鼠
干
の
範
鴫
か
ら
欧
米
と
中
園
と
の
相
魁
を
論
ず
る
と
、
世
界
金
本
位

制
と
の
関
係
に
還
元
で
き
る
。
雨
者
の
関
係
を
園
式
化
す
る
と
、
つ
ぎ
の
三
つ

の
時
期
に
区
分
さ
れ
る
。
第
一
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
中
園
は
「
強
者
」
の
地
位
を

え、

A
-
ス
ミ
ス
を
し
て
「
世
界
で
最
も
富
め
る
園
」
と
言
わ
し
め
る
。
こ
の

時
代
に
、
新
大
陸
の
銀
生
産
の
覇
者
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
が
波
落
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
金
と
の
交
換
に
お
け
る
銀
貨
の
低
落
、
中
園
か
ら
の
金
の
流
出
と
い
う
特

徴
的
な
事
態
が
進
行
す
る
。
第
二
ラ
ウ
ン
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
産
業
革
命
の
成

功
を
背
景
に
金
本
位
制
度
を
掲
げ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
世
界
銀
行
化
へ
と

向
か
う
。
そ
の
関
、
中
園
で
は
圏
内
で
の
銀
債
格
の
高
騰
と
い
う
世
界
経
済
循

環
と
は
逆
の
方
向
が
加
速
す
る
。
し
か
し
、
中
閣
は
ま
だ

「
封
抗
者
」
の
位
置


